
 

成果の説明書 

(氏名) 梅田宙 (学部)経済学部 

１ 重要事項 

【研究】 

 

①刊行物 

(1)論文 

 ・梅田宙・関谷浩行・伊藤和憲(2018)「エマージェント組織のインタンジブルズ・マ

ネジメント－A 社のケーススタディ－」『日本知的資産経営学会誌』Vol.4, pp.44-

56。 

 ・関谷浩行・梅田宙・伊藤和憲(2018)「戦略マップによるインタンジブルズの関連付

け」『医療バランスト・スコアカード研究』Vol.15, No.1, pp.155-160。 

 ・大西淳也・梅田宙(2018)「統合報告についての論点の整理」『財務総研 PRI』Vol.18A, 

No.11。 

 ・Hiroshi Umeda(2018)”STRATEGY IMPLEMENTATION USING BSC IN A 

HOSPITAL ORGANIZATION: PRACTICE OF DEVELOPING 

INTANGIBLES”, INTERNATIONAL JOURNAL OF BUSINESS STRATEGY, 

Vol.18, No.2, pp.29-38. 

(2)その他 

 ・梅田宙(2018)「海老名総合病院のカスケード実践」『医療バランスト・スコアカー

ド研究』Vol.15, No.1, pp.70-81。 

 ・梅田宙(2018)「統合的なマネジメントシステムの在り方」『公営企業における管理

者を中心とした経営システムに関する報告書』pp.173-183。 

 ・梅田宙(2018)「財務指標を向上させる非財務指標の管理」『公営企業における管理

者を中心とした経営システムに関する報告書』pp.184-190。 

(3)翻訳 

 ・伊藤和憲・小西範幸(2018)『戦略的管理会計と統合報告』同文舘出版。（担当：第

5章,pp.91-103。） 

 

②口頭発表 

 ・関谷浩行・梅田宙・伊藤和憲「病院マネジメントの実態調査とインタンジブルズ」

医療バランスト・スコアカード研究学会, 2018年 11月 24日 

 ・ Hiroshi Umeda  ”STRATEGY IMPLEMENTATION USING BSC IN A 

HOSPITAL ORGANIZATION: PRACTICE OF DEVELOPING 

INTANGIBLES”, IABE, 2018年 10月 10日 

 ・スタディグループ「医療機関におけるマネジメント・システムの導入とその成果

に関する研究」日本管理会計学会,2018年 8月 29日 

 

③未刊行の原稿 

 ・「100年先を見据えた持続的な経営システムの構築：盛岡市上下水道局のケース」 

 ・「水道事業コンセッションの問題：改正水道法を枠組みとした検討」 

 ・「医療機関における部門別原価計算の活用実践」 

 ・「RPAと事務改善活動についての論点の整理」 

 ・「プロジェクト等の経済性計算についての論点の整理」 

 ・「耐用年数についての論点の整理」 



 

【教育】 

  講義は学生が受講した知識を活用してアウトプットが出せるように工夫した。例

えば企業が開示している情報を用いて安全性や収益性などを分析するレポートを課

した。レポートは google classroomを通じて提出され，添削を行い，各受講生にフ

ィードバックした。 

 ゼミは，テキストの輪読，経済紙や新聞を活用した企業のケース分析などを行った。 

 

２ その他の事項 

・出前授業（2018年 7月 4日、宇都宮北高校） 

・ラジオ高崎(2018年 11月 2日，11月 9日) 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 【研究】 

・水道事業の研究を進めていく。現状は水道局のマネジメントシステム，改正水

道法の影響について調査を行っている。まずはこの 2本の原稿の完成を目指す。

次年度は水道料金の価格設定，原価計算などを中心に調査したい。 

・インタンジブルズと組織設計の関係の調査を進めていく。現状は「エマージェ

ント組織のインタンジブルズ・マネジメント」という論文の中でＡ社のケース

を検討した。次年度も当該企業の調査を継続したいと考えている。 

・病院が原価計算をどのように活用しているのかについての研究を進めていく。

現状は聖路加国際病院とベトレヘムの園病院の原価計算実践を調査している。

これらの病院の調査を進めていくとともに新たな調査先を開拓したい。 

 【教育】 

  ・講義：今年度の講義で一応の講義資料を作成したので，講義資料をベースとし

つつ，内容を更新していきたい。具体的にはケース企業を選定する際，学生の

関心が高いと思われる企業の財務諸表を用いる，雑誌や新聞を題材としたもの

は新しい記事を使うなどを行う。 

  ・ゼミ：輪読を継続するとともに企業が主催する研究大会への出場を目指すとと

もに，他大学とのインゼミでの報告を目指す。 

 


